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　　　　　　　　　　 目的

　多くの 認知症高齢者にお い て は 、 徘徊 、 不穏、昼夜
逆転等の 症状がよくみ られる。これらの症状の うち、
1つ の 症状へ の 介入方法が適切で あれ ば 、 他 の 症状を

予防する こ とや改善で きる可能性が指摘 されて おり、
そ の た めには夜間 の 睡眠 を確保する こ とが重要で あ

ると報告されて い る （谷向 ・谷向，
2006）。

　そ こ で本研究では 、 昼夜逆転を示す認知機能の低下
した高齢 者を対象に 、生活歴 に 基づ く余暇支援を実施
する こ とで 昼夜逆転が改善するか 否 か を検討 した 。

　　　　　　　　　　方法

対象者 MSさん （84歳、男性、要介護度 4 ）。X−1年7
月 に脳 出血 を発症 し、後遺症と して 左 半側 空間無視 ・

左側軽度麻痺が残 っ てい る。X年4月に肺炎と心不全 を

併発 し医療機関に入院、X年6月 に介護老人保健施設 に

入所 した 。 入所前は農業に従事。長谷川式簡易知能評
価 ス ケール は 自発語がみ られず実施困難で あり、認知
症の 診断は受けて い ない が、認 知症高齢者の 生活 自立

度は皿 bで ある。日中は フ ロ アーで椅子に 座 り傾眠す
るこ とが多く、居室に戻 り臥床する こ ともある。AD

L は
一

部 もしくは全介助で 行え て い る 。 対象者な らび

に施設の指導者に研究内容を説明 し同意を得た上 で 、
書面 にて施設長か らの 同意を得た。
期間　平成25年 6月 15日か ら7月 18日。

べ 一
ス ラ イ ン （B

L）期は 6E　150 〜250 の 11日間、介入 1期は6月26日

か ら7月3 日の 6 日間 、 介入 H 期は7A4 日か ら11日の 8 日

間、介入皿期は7月　12日か ら18日の 7目間で あっ た。
介入計画　日中の 覚醒時間を増やすため 、 介入 1期で

は野菜栽培を話題と して積極的な声かけを行っ た。介
入 ∬期 か らは野菜栽培 の 話題 提供に加 え実際に ミニ

トマ トの栽培 を開始し、おや つ の時間後 （16時頃）に

ミニ トマ トの水や りを行 っ た。介入 皿期で は他の利用
者を交えて ミニ トマ トの 水や りを行い 、利用者間の 交

流を促 した。 ただ し、い ずれの 介入期におい て も対象
者が フ ロ アーで傾眠して いた場合は、その睡眠を遮る

よ うな働きがけは行わなか っ た 。 また 、 介入 H期の 3 ・

4 日目と介入皿期の 2 ・3日目につ い て は、勤務体制の

都合に より水や りを実施することがで きなかっ た 。

測度と定義　 日中 （朝食開始の 7時30分か ら夕食を食
べ 終わる 18時まで ：約11，5時間）の覚醒時間ならびに

夜間 （夕食後の 18時から朝食開始 の 7時30分ま で ：約

12，5時間）の 睡眠時間を測定し た。開眼し、か つ 、声
かけに反応で きる 、 安定座位を保持で きて い る 、 伝い

歩きをし て い る、夜間に 立 ち上 が りセ ンサ
ー

が嶋 っ た

場 合を 「覚醒 」 と した 。

一方、閉眼 し、か っ 、声か け

に対す る反応がな い、体幹が 15度程度傾斜して い る座

位姿勢である、ベ
ッ ド上で横になっ てい る場合を 「睡

眠」 と した。日中は介護者が対象者の 行動 を観察 し睡

眠時間を測定した 。 夜間は、対象者が居室で過 ご して

い る場合は2時間おきに巡回 し、フ ロ アー
で過 ごして

い る場合は 日中と同じ基準で 睡眠状況を測定 した 。

手続き　BL期で は、日中の 傾眠時間と夜間の 睡眠時間
を測定 した 。 対象者は農作物の 話題になる と自発語が

増えるの で 、介入 1期で は野菜栽培につ い て の 話題を

提供し日中の覚醒を促 した。介入 H期で は、対象者が

日中過 ご して い る フ ロ アーか ら9m離れた場所に ミニ

トマ トの鉢 と水を準備 し、 おやつ の後に 「ミニ トマ ト

に水やりを しま し ょ う」 と声をか け、手引き歩行に て

対象者を鉢の 前の 椅子に誘導した 。 対象者は椅子に座

りなが ら水や りを し、研究者とともに ミニ トマ トの 成
．長観察や葉の剪定を行っ た。また、対象者の ア ドバ イ

ス に従 い 、研究者 が農竹 をた て るな どの 作業 を行 っ た 。

水や りを行っ て か ら10分か ら15分後、再度手引き歩行
に て フ ロ アーの 自席に誘導 し掲 介入 皿期で は

、
フ ロ

ア
ー

に い る他の利用者 と共 に ミニ トマ トの成長を観
察 し、利用者間の コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン を促 した。
　　　　　　　　　結果と考察

　 図 1 に 日中お よび夜間の睡眠時間の 変化 をまとめ

た。BL期で は、日中と夜間の 平均睡眠時間がそれぞれ
3．73時間、2．41時間で あ っ た 。 介入が進むにつ れ て 日

中の 睡眠時間は減少 し （日中の平均睡眠時間は介入 1
期 ： 3．25時間、介入 H 期 ： 1．75時間、介入 皿 期 ： 0．64
時間）、夜間 の 睡眠時間 は増加 した （夜間 の 平均睡眠

時間は介入 1期 ：3，08時間、介入 H 期 ：4．19時間、介
入 皿期 ；5．43時間） 。 また 、

BL期で は 自発語 も少 なく

職員からの声かけに対して も 「はい 」 とい う返答の み

で あ っ たが 、 介入 ll　ra5日目か ら自発語が増え始め 、 介
入 n 期6日目に は 「夕方に水や りがあるの で、夜寝て、
朝ちゃん と起きます」 とい う発話もみ られ た 。

こ の こ

とか ら、利用者の 生活暦に基 づ い た余暇支援は利用者
の 日中の覚醒を促 し、昼夜逆転の改善につ ながる こ と

が示唆された 。

　 惣 　「

畦

醸

陣

鬘
時跡

−
−

匝

「
・・卿竪聯 蘗醐 黷

」 司 臻煢雛黝 魏

琵
1 齢 糊 謬み 靆蹕 ；　 静 騨

1　　　　　　 凱 瞬

　

广 臥

1ξ、
津 ∫　   熟　 帥 ’咽

　
i 異亭　搾　　．
　

1　
夢

‘ ●
∵ v＼

广ご　　　 ぴ　　亀 壟
　　　　 暁 、

1∫　　　 　　 鮮 … ゴ 岱．　 琶　　；　　」 　　　争
「 1　 孝　 ・

炉 陰F
卩　　 隔．“　　　脚　　　炉

動 甕 鱒 う辷闘 蒙霾 ：墨 り 聡 享覊 漁 翁 購 砲 黐 ・ 捌 嵯ヨ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■：贈麹

　 　 図 肇 M ＄さんの 日中および 夜衛の曦繊 跨澗 の紊化
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